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ガバナーメッセージ

Rotary Serving Humanity

人類に奉仕するロータリー

ガバナー公式訪問について

ガバナー公式訪問は、8 月 22 日豊田西 RC、豊田三好 RC の合同例会に始まり、10 月 26 日、名古
屋守山 RC，名古屋名北 RC，名古屋錦 RC まで、32 回、83 クラブで終了しました。皆様に大変お世
話になりました。特に合同例会のホストをしていただいた、クラブの皆様には御礼申し上げます。又
会長幹事懇談会で 165 名のロータリアンと交流できたこと、そしてクラブの例会で皆さまの温かい
歓迎に感謝します。

懇談会では、１）なぜ、ロータリアンになったのか？（Why did you become rotarian?）２）なぜ、
いま、ロータリアンでいるのか？（ Why are you being rotarian?）というロータリアンの原点を皆さ
んと話し合いました。この二つの質問の答えを、会長、幹事が、会員に語り、地域の人々に語ってい
くことが、ロータリーの魅力を広めていくことであり、会員基盤向上の原点だと思います。

また、会長には、自クラブの特徴を熱く語っていただきました。同じ地区でも、クラブによって特
徴があり地域とのつながりも違い、ロータリーの多様性をあらためて認識いたしました。

次に、ジョン・ジャーム RI 会長のテーマ、彼の想いを私なりにお伝えしました。そして今、国際
ロータリーが取り組んでいる戦略計画を、抱えている課題と戦略に分けてお話をし、国際ロータリー
が成長期から成熟期に入り、111 年目の今年から大きく変革への一歩を踏み出したこと、その記念す
べき最初の年に、ガバナー、会長、幹事の役を頂いた運と縁に感謝し、互いに笑顔で活動していくこ
とを共有しました。

“ 縁があって、ロータリアンになったことに感謝し、ロータリー、ロータリアンの素晴らしさを皆
さん、笑顔で語りましょう。”

ガバナー　服部　良男
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疾病予防と治療月間

職業研修チーム委員会では昨年度まで 6 年続けて医療専門家チームを海外に派
遣して実務研修を行ってきました。この職業研修チーム（VTT: Vocational Training 
Team）プログラムは、1965 年から 45 年に渡って続いた研究グループ交換（GSE: 
Group Study Exchange）に代わって、2010 ／ 11 年度のロータリー財団「未来の夢
計画」開始とともに始まり、3 年間のパイロット期間（試験期間）を経て 2013 ／
14 より全世界でスタートしました。世界 530 余地区の中から 100 地区の中の 1 つ
に選ばれた当地区では、世界に先駆けて「疾病予防と治療」をテーマとした VTT 事
業（グローバル補助金）に取り組み、医師や看護師など医療専門メンバーを海外に
派遣（あるいは受入れ）してきました。

3 年間のパイロット期間終了後の 2013 ／ 14 年度以降は特にアジアでの医療サー
ビスの向上を目指してフィリピン（3780 地区）、マレーシア（3310 地区）、イ
ンドネシア（3410 地区）との間で VTT 事業を行いました。こうして 6 年連続して
VTT 事業を実施しているのは世界でも当地区だけですが、これもひとえに地区内の
医療機関の皆さんのご協力のおかげです。旅費と交通費、食費はロータリー側で負
担しますが、派遣メンバーの日当はありません。無償奉仕です。つまり我々の代わ
りに「職業奉仕」を行っていただいているのです。派遣元の医療機関の皆さんの善
意と派遣メンバーの熱意に深く感謝します。毎回、派遣メンバーの皆さんが見せて

くれる並々ならぬ意気込みは現地で研修に関わったすべての人々のハートに強烈な印象を与えてくれています。
フィリピン・ケソン市では「腹腔鏡手術の技術指導」（2014 年 3 月）、マレーシ

ア・コタキナバル（ボルネオ島）とインドネシア・ジャカルタでは「院内感染の予
防管理」（2015 年 5 月 & 2016 年 5 月）の研修を実施しました。フィリピンでは世
界で初めて現地政府から正式に臨時医師免許を取得して実際にオペを行っての指導、
マレーシアとインドネシアでは複数の医療施設できめ細かい実務的な技術指導を行
いました。ＶＴＴ事業は両地区のガバナーも深くかかわる地区事業として実施して
おり、研修後も現地ロータリアンたちによる継続的なフォローアップを義務付けて
います。田中正規ガバナー（フィリピン）、近藤雄亮ガバナー（マレーシア）、加
藤陽一ガバナー（インドネシア）と毎年ガバナーには現地入りしていただき、研修視察とともに相手地区ガバナー
を含めたロータリアンたちとの親睦にご尽力いただいています。このように事業を重ねるたびに海外に当地区と関
わりの深い友好地区が増えていくのもグローバル補助金の仕組みの「妙」であると感じています。

さて、今年度は 3 年前のフィリピン 3780 地区での事業をさらにフォローアップするために再び腹腔鏡手術の技
術指導を行います。来る 12 月 10 日から 18 日までが現地ケソン市立病院での研修、
来年 1 月 14 日から 22 日までが当地区内での研修です。当地区からは外科医 4 名、
看護師 1 名、臨床工学技士 1 名の 6 名を派遣、3780 地区からは麻酔科医１名、外
科医 3 名、看護師１名の 5 名を受入れる予定です。今回も派遣時には服部良男ガバ
ナーや中村公彦Ｒ財団委員長にも現地入りしていただきます。

少し話は変わりますが、アジアの国々などでは
ロータリークラブが所有する「移動診療車」あるい
は「移動手術車」が多数あります。日常的（主に週

末）に医療施設の乏しい農村部に出向いて無料で診療や手術を行っています。医師
や看護師、薬剤師たちはロータリアンや一般のボランティアです。また台風や洪水
などの災害時には遠方まで出向いて救急医療を行います。簡単な手術を行える移動
診療車を 3 台も所有しているクラブもあります。このような海外のクラブと提携し
て、車輛の維持費など資金面で移動診療プログラムに協力するのも我々が日本に居
ながら行える「疾病予防と治療」への貢献の一つだと思います。

「疾病予防と治療」月間に寄せて
地区職業研修チーム委員会　委員長 　福田哲三
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▶　RI会長メッセージ

地区大会ご報告Ⅰ

朋友ロータリアンならびに来賓の皆さま

2016-17 年度地区大会へようこそお越しくださいました。地区大会は、

互いに親睦を深め、意欲を高めるだけでなく、アイデアを広げ、計画を

立て、ロータリーの未来に向けた準備をするための貴重な機会です。

今ロータリーは、言わば転換期となる歴史的に重要な局面に立ってい

ます。会員増強をはかるだけでなく、文化的にも変革を加えなければな

りません。この文化とは、「勧誘」や「維持」といった言葉ではなく、

入会への魅力を高めることや会員の参加という考え方を大切にする文化です。クラブをより

活発にするために、思いやる心、奉仕の手、新しいアイデア、高潔性がますます必要となっ

ています。地元への愛着が深く、世界をより良い場所にしたいと願う人は誰でもロータリア

ンとなれる可能性があります。

今年度、私たちには成すべき仕事が多くあります。今こそ、これまでの成果を土台として、

世界でよいことを行うためのより大きな力となるべく、ロータリーが前進するときです。ポ

リオとの闘いで引き続き大きな進展を遂げる必要があります。過去数年間でポリオ撲滅活動

は重要な節目に到達し、野生型ウイルスの常在国は 2 カ国を残すのみとなりました。しかし、

撲滅が達成されたわけではありません。ですから今後もポリオ撲滅を最優先とし、ポリオの

ない世界という私たちの約束を果たすまで、全力を注いでいただけますようお願いいたしま

す。

今地区大会が皆さまにとって実り多い大会となりますことをお祈りしております。ロータ

リーの創設者ポール・ハリスは、かつて次のように語っています。「結集された努力に限界

というものはありません」

世界中の地域社会で卓越した奉仕を継続し、「人類に奉仕するロータリー」という遺産に

輝かしい 1 ページを刻めるよう、ともに力を尽くしていこうではありませんか。

心を込めて
2016-17年度国際ロータリー会長

ジョンF・ジャーム
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▶　RI会長代理あいさつ

地区大会ご報告Ⅱ

皆さん、こんにちは！　ご紹介頂きました、第

2750 地区直前ガバナーの水野です。服部良男ガバ

ナーのリーダーシップのもと、地区大会開催にご

尽力された舩橋茂行大会実行委員長様始め、ホス

トクラブの小牧ロータリークラブの皆様に、心か

らの謝意と敬意を表する次第です。斎藤理事を輩

出され、日本を代表する貴地区にジョン・ジャー

ム RI 会長の代理として指名されたことは、私たちにとり大変光栄であると同時に、その責任

の重大さを深く感じております。2 日間、どうぞよろしくお願い致します。

地区大会は、ガバナーのリーダーシップのもと、地区内ロータリアンが一堂に会し、交

流を深め、未来に向けてアイデアを交換する場と考えます。今年度、貴地区におかれては、

ロータリー財団 100 周年を祝い、千玄室元 RI 理事をお招きして、「世界で良いこと」をして

きたロータリー財団 100 年を振り返り、地区会員の皆さまとともにお祝いしたいと提案され

ています。

大会の 2 日間が、地区会員の皆さんにとって、有意義で活気に溢れた大会となりますこと

を心より期待しております。

さて、RI 会長代理には、RI 会長より RI 会長テーマを中心に地区会員の皆さんの意識を喚起

し、鼓舞・激励すること、RI 始めロータリーの現況報告をすることが求められておりますが、

お時間の関係も有り本日は、昨年、ガバナーとして感じたこと、また、今、拝命しています

役職を踏まえてお話をさせて頂きたいと思います。

ジョン・ジャーム RI 会長の最優先事項はもちろんポリオ撲滅です。2018 年までに撲滅と

いう目標まで、もうすぐかと思います。しかし、まだ資金が必要とされています。皆さんの

力強いご支援をお願い致します。

2 番目の重点事項はクラブ基盤の強化、会員増

強・維持ですが、今年度は 8 年に一度のゾーンの

見直しがなされる年度です。現在、日本のロータリ

アンは、この 8 月末で 89,254 人、第 1・2・3 ゾー

ンはそれぞれ 28,037 人、27,524 人、32,158 人です。

皆さん、よく御存じのように 1 ゾーンに必要な人数

RI会長代理　水野　功
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は、35,000 人ですので、第 3 ゾーンはともかくとして

第 1・2 ゾーンはこのままではゾーンを維持できなくな

ります。

ゾーンの見直しがなされると、理事定数などが見直さ

れ、ひいては日本のロ―タリーの発言力低下に繋がりま

す。斎藤理事を日本全体で応援したいと思います。

会員増強で特にご指摘したいのは、女性会員についてです。この 6 月末では日本全体で

5,300 名の女性会員が在籍しています。また、昨年度を通じて 121 名、103 名、83 名各ゾー

ンで増加している点です。日本全体で、6% を占めていますが、世界全体では 21% です。会

員増強を考える際の一つのポイントであると思います。

また、維持の重要性も是非再認識していただきたいと考えます。入会に際しロータリー

についての説明が十分ではなく、ロータリーの本来の楽しみを味わうことなく、退会する

会員が数多く、見受けられます。服部ガバナーは、地区方針に「真のロータリアンになろ

う、ロータリアンを見つけよう」と提唱されています。参加して、行動してエンジョイロー

タリーが基本であると考えます。

私たちの地区では入会 3 ヶ月未満の会員を対象に、年 6 回ほどオリエンテーションを地区

研修委員会が担当して開催しております。また、新会員セミナーは年 1 回春先に、3 年未満

の方を対象に実施して、クラブサポートの一環として開催しています。入会後の早い段階で、

他クラブの方々の交流も深め、ロータリーの組織や歴史等について理解促進の一助となって

いるものと考えます。

服部ガバナーは、地区重点課題に関して、大変示唆に富むことを指摘されています。それ

は、貴地区は日本の 34 地区のなかで最も活性化し輝いている地区の一つであるが、活性化し

ているのは、地区委員会の奉仕活動であり、各クラブの活動ではないと話されています。こ

のことは日本のロータリー全体に、多かれ、少なかれ存在している課題であると思います。

さらに、ロータリーの奉仕プロジェクトや活動に参加していないロータリアンやロータ

リーのブランド（価値）を認識していないロータリアンが多数いることが、退会者の増加に

繋がっているのではないとかと話されています。

この点は、ガバナー時代、全く同様に感じておりました。同じように寄付についても、そ

の浄財がどのように活きて使われているか、実感してほしい、そしてそれが未来への大きな

▶　RI会長代理あいさつ

地区大会ご報告Ⅱ
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▶　RI会長代理あいさつ

地区大会ご報告Ⅱ

プレゼントに繋がって行くことを理解して頂きたいと強調してきました。

地区会員の皆さんには、ワールドフェスタ始め、青少年交換プログラム、RYLA などの青

少年奉仕プログラムや米山奨学生の交流事業など、クラブを超えて積極的に参加し、行動し

ていただきたいと思います。また、地区役員の方には、その活動をクラブに持ち帰り、発表

して情報を伝達して頂きたいとお願いしたいと思います。地区のすべての活動は、クラブサ

ポートが基本です。この点を十分に理解して、地区でもクラブでもご活躍頂きたいと考えま

す。

服部ガバナーは、地区の輝きを持続可能にしていくために、今年度から戦略委員会を設置

し、RI の戦略計画と歩調を合わせて、将来を見据えた戦略計画を構築したいと提案されまし

た。ロータリーは長い間、すべての事柄が単年度制で運営されてきましたが、「未来の夢計

画」がスタートする前後から、単年度制の弊害が指摘されるようになりました。ロータリー

財団の委員長は 3 年の任期がいち早く導入され、昨年度末には国際奉仕委員会、会員増強委

員長も 3 年の任期が奨励されることとなりましたことは、ご存じのことと思います。

このような RI の方針は、クラブ基盤の強化には単年度制ではうまく対応できないことへの

対応であると考えます。地区・クラブにおいても、基盤強化に継続性が求められており、戦

略計画委員会の設置は時節を得た対応であると思います。我が 2750 地区では昨年度から、地

区戦略委員会を立ち上げ、ガバナー、GE，GN，PDG1 名と事務方 1 名で地区の継続性と将来

へのビジョンつくりに着手致しました。お互いに、切磋琢磨してより良い地区を目指してい

きたいと考えます。

日本のロータリーについて、私見を少しお話させて頂きます。端的に言って、日本のロー

タリーは、社会・経済の変化に対応してこなかった、あるいは無視していたように感じてい

ます。

伝統的な例会の在り方、日本独特の職業奉仕の概念にあまりに固執した考えなど、世界の

ロータリーの変化から目を背けていたと思います。RI は社会・経済の変化を受けて、何年

も前から試験的プロジェクトを実施して来ました。また、世界各国のロータリアンからアン

ケート調査を実施して、ロータリーの将来を見据えて、戦略計画を策定し、実施して来まし

た。

それに比して、日本のロータリーはどうでしょうか？バブル経済の崩壊後の経済情勢の変

化、インフレからデフレ社会に突入し、今なおその状況が続いています。また、インター
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ネットの急速な普及や LINE や FB など SNS の著しい発展などによる、情報伝達の在り方の劇

的な変化などに対応してきたでしょうか？どんな組織も強いものが生き残るのではなく、変

化に対応できたものが生き残るというダーウィンの言葉をどう受け止めてきたでしょうか？

今回の規定審議会での、クラブ運営に大幅な柔軟性を与える決定は、入会金の削除などと

合わせて、大きな議論を引き起こしました。誤解を恐れず言うならば、本質的な問題ではな

いと思います。ロータリーの根幹は些かも変化していない、むしろ、自由度が増した分、ク

ラブの責任が重大になったとも考えられます。

今年の国際協議会のスピーチで、ジョン・ジャーム会長は次のように述べています。ロー

タリーがこれからも発展していくためには、単に新会員を入会させるだけでなく、ロータ

リー奉仕に積極的に参加できるクラブ、新会員を温かく迎え入れ、活気があり、「4 つのテ

スト」を真に実践するクラブ、このようなクラブが必要であり、ポール・ハリスが 111 年前

にロータリーを創設した目的、すなわち、「価値観を分かち合える人を見つける」というこ

とは、今日も人々がロータリーに入会する理由となっていると話されました。誠実さ、多様

性、寛容、友情、平和を信じ、人生の最大の目的は人類のために奉仕することだと信じてい

る人々と出会うことだと話されました。そして、ロータリーは変革を遂げ、時代の変化に対

応し、前進しています。しかし、その活動がどのようなものであれ、ロータリアンをロータ

リアンたらしめる真髄は変わることはないと結ばれています。RI テーマ設定の理由について

は、多様性を強みとするロータリーは、今も職業分類を基本としています。高い倫理基準は

時代を超えた価値観であると信じる私たちは、今も、「四つのテスト」を壁に掲げています。

そして何よりも、ポール・ハリスが信じたのと同じように、人生の最大の目的は人類に奉仕

することだと信じていますと話されました。

今年度、貴地区が服部良男ガバナーの強いリーダーシップのもと、力強くジョン・ジャー

ム会長テーマ「人類に奉仕するロータリー」を実践され、ますます輝かしい地区となられま

すことをご祈念申し上げ、会長代理のご挨拶とさせて頂きます。ご清聴、ありがとうござい

ました。

▶　RI会長代理あいさつ

地区大会ご報告Ⅱ
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▶　ガバナーあいさつ

地区大会ご報告Ⅲ

国際ロータリー第 2760 地区 2016-17 年度の

地区大会が、地区内外から多くのロータリア

ンに参加いただき、開催されますことを大変

嬉しく思います。

今年度の国際ロータリー ジョン・ジャーム

会長は今年ロータリー歴 40 年目の、ロータ

リーを知り、ロータリーを愛して、活動して

いらっしゃる真のロータリアンであります。

彼のテーマは、「ROTARY SERVING HUMANITY」「人類に奉仕するロータリー」であり、

「ロータリアンは、困っている人がいたら、背を向けないで、手を差し伸べ、仲間のロータ

リアンと奉仕して、その人を笑顔にしよう」と我々にメッセージを送っています。

ジョン・ジャーム会長は、特に「ポリオ撲滅」活動の中心に精力的に活動されてきました。

今年度の一番の目標は、「ポリオ撲滅」であり、それ

と同じく重要な課題は、人道的奉仕活動を通じた、ロー

タリークラブの活性化であると強く語っています。

また、今年度は、ロータリー財団が創立 100 周年を迎

えます。「世界でよいこと」をしてきた１世紀を振り返

り、皆様とお祝いできるような地区大会になればとお願

いし、この記念すべき地区大会を企画、運営いただきました、小牧ロータリークラブの皆様

に心より感謝申し上げます。参加される皆様にとって有意義な

地区大会になりますことを心より祈念致します。

RI第2760地区　ガバナー　服部良男
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国際ロータリー第 2760 地区 2016-17 年度地区

大会は、服部良男ガバナー主催のもと、水野功 RI

会長代理ご夫妻をお迎えして 11 月 5 日 ( 土 )・6

日 ( 日 ) の両日、ウエスティンナゴヤキャッスル

において開催されました。

地区大会の登録者数は、地区外会員 11 名同伴

者 7 名、地区内会員 2,434 名同伴者 25 名、その他

ロータリーファミリー 287 名で総合計 2,764 名でした。ご協力いただきましたロータリアン

各位に心より感謝とお礼を申し上げます。

大会 1 日目のオープニングアトラクションは、青少年交

換奨学生の 30 年来の受入校でありました小牧南高校吹奏

楽部の皆さんに担当していただきました。

本会議は服部ガバナーの点鐘に始まり、各々セレモニー

に続き、主催者、RI 会長代理、RI 理事の挨拶の後、大会議

事に入り、服部ガバナー議長で議事が行われました。4 件

の報告事項と 4 件の決議事項が、それぞれ原案通り承認、

決議がなされました。

1 日目大会終了後、水野功 RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

がなごやかに開催されましたがアトラクションは東京・名

古屋・大阪と音楽の世界で

ご活躍中の学友二人とアンサンブルリガーロさんに務めてい

ただきました。ロータリー財団奨学生制度の成果の一つであ

り、ロータリアンに知っていただく機会となりました。

大会 2 日目は小牧山城を築城した小牧の歴史にゆかりのあ

る信長が最も愛したとされる側室「吉乃」( きつの ) の生涯

を題材にした新作の能「人間五十年」でオープニングを行い

ました。続いてはコールロータリー名古屋の皆様に今年もす

ばらしいコーラスを披露していただきました。本会議に入り

服部ガバナーの点鐘、各々セレモニー進行の後、2015-16 年

▶　地区大会実行委員長あいさつ

地区大会ご報告Ⅳ

2016-17年度　舩橋 茂行（小牧RC）
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地区大会ご報告Ⅳ

度新入会員紹介を 8 分

区のガバナー補佐から

それぞれに行っていた

だきました。

記念講演会は服部ガ

バナーの意向で行わず、

今年度はロータリー財団 100 周年記念イベントを行いました。

世界によい事をしてきたロータリー財団 100 年の歴史、現在・未来を DVD に編集して放映、

財団奨学生とのライブ中継、講演

会などストーリー仕立てに、財団

の世界にいざないました。

また、記念事業は皆様の登録の

浄財から次世代を担う青少年の育

成資金として、愛知県と小牧市にそれぞれ 100 万円を寄贈しました。

そして、小牧の地域カラーを出すべく、PR ビデオ

を活用し、明治維新初期、武士であった海部兄弟が

作出したなごやコーチン発祥の地であること、信長

が日本で初めて、石垣のある小牧山城を築城したこ

と。高速道路の開通と昭和 30 年初頭よりの工場誘

致条例が成功し、工業都市小牧を形成している事等、

待ち時間を活用し放映しました。

終わりに大会 2 日間が順調に進める事が出来ましたのも、ロータリアン関係各位のご支援

とご協力のたまものであり、あらためて深く感謝を申し上げます。

また、岡崎ロータリークラブ、名古屋大須ロータリークラブの関係各位には大会進行にご

協力いただきましたことに

心からの感謝と御礼を申し

上げ地区大会報告といたし

ます。

▶　地区大会実行委員長あいさつ
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10 月 12 日（水）、名古屋和合クラブ、名古屋名東クラブ、名古屋東
山クラブの三クラブ合同例会がウェスティンナゴヤキャッスルにて開催
され、服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事、加藤博巳地区事務長にご
来臨頂きました。

例会前には懇談会の席上で、ガバナーから我々会長、幹事に対して、
なぜロータリアンになったか、なぜ今もロータリアンであり続けるのか、
という根源的な質問があり、自らの原点に立ち返ることができました。

またガバナーには卓話で RI の戦略の変化、規定審議会の決定に対する
各クラブの対応法について丁寧にご説明いただき、ロータリーをより良
く世に知らしめるためのブランディングとマーケティングの重要性を強
調されました。特に My Rotary への参加や Club Central、SNS の活用を
強く訴えられたことが大変印象的でした。

私共三クラブの会員一同にとって誠に意義深い例会となりましたこと
を心より感謝申し上げます。

ガバナー公式訪問報告Ⅰ

10 月 13 日（木）岡崎市竜美丘会館に於いて服部良男ガバナー、岩月昭
佳地区幹事、加藤博巳地区事務長をお迎えして、岡崎 RC・岡崎東 RC の合
同例会を開催しました。

例会前の会長幹事懇談会では、服部ガバナーより、サンディエゴで行わ
れた RI 国際協議会での体験談を国際ロータリーの動向を交えながらお話
をいただきました。2016 年規定審議会の改定は、10 年 20 年後も輝くロー
タリーを見据えた変革の元年にあたる記念すべき年と、今年度会長幹事を
激励していただきました。

例会では、「ロータリークラブの公共イメージの向上のため、奉仕活動
を強化することで人道的奉仕活動が活発化すると考えます。それは、困っ
た人と一緒に課題解決をする言動や活動であり、人々が笑顔になる活動で
す。その笑顔を共有できる道具が Facebook であり、ロータリアンだけで
なく地域の人々にも、同時にロータリアンのブランドと人道的活動の成果
を伝えることが出来ると確信しています。」と熱く語られました。

服部良男ガバナーの強いリーダーシップと、お人柄の良さを感じた合同
例会になりました。

名古屋和合ＲＣ
名古屋名東ＲＣ・名古屋東山ＲC

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

名古屋和合RC
〈名古屋和合RC／幹事〉

柏木博喜
10月12日（水）

岡崎東・岡崎ＲＣ
ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

岡崎東RC
〈岡崎東RC／幹事〉

酒井　賢
10月13日（木）
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10 月 18 日（火）服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事をお迎
えして、豊川商工会議所において、ガバナー公式訪問を蒲郡ロー
タリークラブ・豊川宝飯ロータリークラブの 2 ＲＣ合同例会を開
催しました。

会長・幹事懇談会では、RI の方針、ガバナーのお考えの説明を
頂きました。ガバナーからはクラブに入会したキッカケなどの質
問があり、終始和やかな懇談会となりました。

例会でのガバナーの卓話は、最初にジョン・ジャーム RI 会長
の方針の説明がありました。そして、人を笑顔にするために親睦
や高潔性、多様性、リーダーシップなど、奉仕活動の原点につい
て分かりやすくご説明を頂きました。また、ロータリー財団 100
周年、ロータリーブランドの向上、SNS を利用した情報発信する
ことの重要性のお話を頂きました。

ご教示頂きましたことを今年度の活動に活かして参りたいと思
います。服部ガバナー、岩月幹事のご訪問に心より感謝申し上げ
ます。

ガバナー公式訪問報告Ⅱ

10 月 20 日（木）、名古屋マリオットアソシアホテルにおいて
服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事、加藤博巳地区事務長をお
迎えし、ガバナー公式訪問例会を開催しました。

例会前の懇談会においては、荒川会長から今年度の会長方針
「明るく、楽しく、元気よく」をご説明するとともに、当クラブ
の特徴や取り組み等についてご紹介し、活発な意見交換が行われ
ました。

例会においては、服部ガバナーから、国際協議会のご報告、RI
の会長方針、RI の課題である先進国における会員減少等について
ご説明いただくとともに、地区方針、具体的な取り組みとしての
My Rotary 登録の必要性等について熱のこもったご講話をいただき、
大変有意義な時間となりました。

豊川宝飯ＲＣ
蒲郡ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

豊川宝飯RC
〈豊川宝飯RC／幹事〉

大島嗣雄
10月18日（火）

名古屋西ＲＣ
ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

名古屋西RC
〈名古屋西RC／幹事〉

梅本　薫
10月２0日（木）
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10 月 21 日 ( 金 ) 服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事、加藤博已

地区事務長をお迎えして「ガバナー公式訪問」を安城 RC、三河安城

RC の合同例会として開催しました。

例会前の両クラブ会長幹事懇談会では、ガバナーより各クラブの特

徴、長所、活動内容等の質疑応答があり有意義は意見交換ができまし

た。

合同例会のガバナーからの卓話では、ロータリーの中核的価値・親

睦・高潔性・多様性・リーダーシップ・奉仕の重要性を丁寧に説かれ

ました。

ま た、My Rotary に 登 録 し、 ロ ー タ リ ー の ブ ラ ン ド を 再 認 識 し、

ソーシャルメディアを活用して地域の人々にもロータリーのブランド

を知ってもらいましょう、と熱くお話を頂戴しました。

服部ガバナーのご来訪、そして貴重なご教示に心より感謝申し上げ

ます。

ガバナー公式訪問報告Ⅲ

服部ガバナー、岩月地区幹事をお迎えし 3 ロータリークラブの

合同の例会を平成 28 年 10 月 26 日開催しました。例会前には服

部ガバナー、岩月地区幹事と 3 クラブの会長・幹事の懇談会が開

かれ、懇談会の中では、全員がロータリーに入会した経緯・ロー

タリー活動で得たことなどを中心に自己紹介し合いました。その

後、服部ガバナーからガバナーの役目についてのお話しを頂き、

楽しい懇談会となりました。

例会では、今年度のジョン F・ジャーム RI 会長のテーマ “ 人

類に奉仕するロータリー ” の内容・2760 地区の方針の説明を頂

きました。地区方針の中にある “ ロータリーのブランドを再認識

し、自ら人道的奉仕活動に参加し、人を笑顔にしましょう ” の通り、

笑顔一杯でスピーチをされ、参加した会員が笑顔になれた時間で

した。

安城・三河安城ＲＣ
ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

安城RC
〈安城 RC／幹事〉

戸谷　央
10月21日（金）

名古屋守山ＲＣ
名古屋名北・名古屋錦ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

名古屋守山RC
〈名古屋守山RC／会長〉

鵜飼昌治
10月26日（水）
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恒例となりました第 2760 地区米山奨学生カ

ウンセラー研修会を今年は 10 月 20 日にホテ

ルキャスルプラザにて行いました。当日は 84

クラブのうち 30 名のカウンセラーと 12 名の

クラブ米山奨学委員長の出席を賜りました。地

区役員及び委員を合わせて総勢 62 名の出席を

いただきました。事前のアンケートに回答をい

ただいたので、まずはその結果のご案内をいた

しました。その中では奨学生の状況報告、奨学

生が喜んでくれたこと、有意義だと感じられたこと、カウンセラーとして困ったことや奨学生の選

考についての要望点、カウンセラーの所見の項目に分けて回答いただいたものを抜粋して発表しま

した。どのクラブのカウンセラーも非常に真剣に奨学生のことを考えてくださっていることが、ひ

しひしと感じられて大変感動いたしました。このご案内のあと米山学友の李尚勲さんの「カウンセ

ラーと世話クラブの重要性」というテーマでの卓話を聴きました。そして休憩をはさんで 4 つのテー

ブルに分かれてのグループディスカションに移りました。「奨学生のよき理解者になるためには」

というテーマを中心に議論が大変白熱しました。カウンセラーの皆さんの中には、初めてカウンセ

ラーを経験されるかたも過去に何度も経験されているかたもおられ、初めてのカウンセラーにとっ

ては非常に有益な情報や方法が新たに生み出されていったのではないかと思われました。各々のク

ラブでの奨学生とのふれあいを発表しあいながら広範囲にわたって疑問が解けたり新しい接し方を

習得したりした貴重な 45 分だったと思います。この後各テーブルごとにディスカションの内容の発

表してもらい最後に岩月地区幹事から講評をいただきました。私の感想としては、もう少しテーブ

ルディスカションの時間を長くして白熱の議論をさらに深める必要があるなと感じました。大変有

意義な研修会だったと思いました。

委員会活動報告Ⅰ

米山奨学生カウンセラー研修会報告
地区米山記念奨学委員会　副委員長　山田直樹
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平成 28 年 11 月 12 日（土）、

素晴らしい天気の中、米山奨学

生 32 名、 学 友 17 名、 ロ ー タ

リアン 40 名、総勢 89 名でバ

ス２台に分乗し、紅葉真っ只中

の新名神を通リ大阪の『国立文

楽劇場』で『文楽』を観てきま

した。

文楽とは、人形浄瑠璃を受

け継いだ人形劇であり、1955

年 に 重 要 文 化 財 に 指 定 さ れ、

2009 年には無形文化遺産に登録された日本の伝統芸能であります。

登場人物の心を熱く語る太夫の浄瑠璃、厚く重量感のある太

棹三味線の音色、三名で操る人形の見事な動き、この三位一体

の伝統芸能に観客は魅了されます。

奨学生・学友は古典的な言葉遣いに戸惑いながらも真剣な眼

差しで観劇しており、これはまさに彼ら彼女らが少しでも日本

を理解しようとする気持ちの表れと感じ大変嬉しく思いました。

お昼の休憩時に劇場で用意して頂いた文楽弁当を頂き、休憩

を含め約 3 時間半、文楽を楽しんで来ました。

帰りのバスではビンゴ大会、カラオケ、ビデオと楽しい時間を過ごし、普段は勉強、研究にあけ

くれる毎日の奨学生諸君の屈託ない笑顔に癒された一日でありました。

今後も奨学生・学友の諸君に日本を感じてもらえるような楽しい企画を練っていきたいと思います。

委員会活動報告Ⅱ

秋季米山奨学生学友合同研修会報告
地区米山記念奨学委員会　委員　青山　稔
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恒例によって 2016-17 年度の当地区の地区大会の始まる前に、地区指導者育成セミナーが開催さ

れました。今年度は服部ガバナーの決断もあり、研修委員会構成が変わり、研修委員長に任命され

た私は、地区指導者育成セミナーの講師に第 2840 地区（群馬）の本田博己パストガバナーを早くか

らお願いしていました。その理由はガバナー時代よりロータリーに造詣が深く、多くのロータリー

に関する執筆をされ、幾度か的確なアドバイスをしていただいたからであります。演題は講師にお

任せしたところ、現在の私たちクラブの課題と 4 年後に 100 周年を迎える日本のロータリーの課題

を講演していただくことになりました。元々本田 DPG は RLI の推進委員長であり、日本のロータリー

100 周年委員会の中のビジョン策定特別委員会委員長でもあります。当地区の指導者の皆さんに大変

有用なお話になったと信じています。

日本のロータリーが変革する世界のロータリーにとり残されないように、熱く語られました。ク

ラブの指導者の育成と、新会員に対するオリエンテーションの強化、全会員対象のロータリー勉強

会、会員基盤の強化がクラブの活性化につながります。クラブの活動のための枠組みである五大奉

仕部門の一つである職業奉仕を特別扱いしないことも強調されました。

地区大会に RI 会長代理として第 2750 地区水野功様が出席され、地区指導者育成セミナーにもご案

内したところ、内容のあるご挨拶をいただき、より充実したセミナーになったと思います。しかし

ながら、すべてのクラブ会長エレクト、次期幹事が出席すべきところを、参加されない 3 つのクラ

ブがあったのは、残念でありました。地区に参加する行事には万難を排して出席されることを願い

ます。参加人数合計 172 名（各クラブ 154 名、研修委員会 10 名、ガバナー補佐 8 名：当日欠席 16 名）

セミナーは午後０時研修委員会のメンバーが会場に集まり、担当分担説明後、0 時 30 分から受付

を開始した。参加者に昼食を提供。1 時 20 分より着席をアナウンスし、研修委員長と講師が着席し、

水野 RI 会長代理の入場後、1 時 30 分セミナーを開始した。委員長からの趣旨説明後、水野ＲＩ会

長代理の挨拶をいただいた。再び委員長からの講師の紹介があり、1 時 45 分より本田講師の講演が

始まった。2 時 45 分講演終了。近藤研修委員会副委員長よりお礼の挨拶でセミナーを終了しました。

以上にて報告とさせていただきます。

委員会活動報告Ⅲ

地区指導者育成セミナー報告
地区研修委員会　委員長　田中正規
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青少年育成のため世界のロータリークラブが高校生の留学をサポートするシステムが、ロータ

リー青少年交換プログラムです。当 2760 地区は全国 34 地区の中でも毎年トップクラスの交換学生

数を誇っており、本年度はアメリカへ 3 名、フランスへ 2 名、カナダ、スイス、ノルウェー、フィ

ンランド、ブラジルへ各 1 名づつ計 10 名の高校生をアウトバウンドとして送り出し、同数の学生を

各国よりインバウンドとして受け入れ、総勢 20 名の学生を交換しています。本年度当地区では 10

クラブにスポンサー＆ホストクラブとして活躍して頂いております。

8 月に来日したインバウンドたちはそれぞれのホ

ストクラブのもと、メンバーのお宅にホームステ

イをさせて頂きながら地元の高校に通い、日本人

に交じって一年間のカリキュラムを楽しく過ごし

ております。だいたい 2 ～ 3 カ月程度でホームス

テイ家庭を交代しながら、一年間で 3 ～ 5 家族に

ステイさせてもらいます。毎日お弁当を持たせて

もらって学校に通い、日本語や文化を教えてもら

い、国内旅行にも連れて行ってもらい、家族の一

員として大事にしてもらい、次第に日本が大好きになってゆきます。時には門限を破ってホストマ

ザーに叱られることもあります。皆に我が子の様に可愛がられて一年が経ち帰国の日がやって来る

と、セントレアではホストファミリーと抱き合って涙、涙、涙。

一年が終わってみれば短いと感じるものの、実際の日々は悪戦苦闘の連続。何てったって親類一

同日本人の家庭に、ある日突然 “ ガイジン ” がやって来るんだもの。朝起きたら何て挨拶したらい

いの？何を食べさせたらいいの？お布団なのベッドなの？ホームステイ家族は大わらわ。日々大変

な思いのホストクラブ、ホームステイ家族、学校の皆さんと私たち地区青少年交換委員会が一堂に

会し、日頃の問題点、疑問点を互いに相談し解決する場として第 1 回三者懇談会が開催されました。

参加者は皆真剣そのもの。さあ、来年の７月に、「出来るか！？セントレアで涙のハグ！」

委員会活動報告Ⅳ

地区青少年交換プログラム　第1回三者懇談会報告
地区青少年交換委員会　委員　吉岡秀記
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青少年交換委員会では、派遣

候補生や来日学生を集めて、お

よそ毎月 1 回オリエンテーショ

ンを行っています。今年度の派

遣候補生はこの夏の選考試験で

選ばれた 9 名です。そして海外

からの留学生はアメリカ、カナダ、スイス、フランス、フィンランド、ノルウェイ、ブラジルの７

か国から全員で 10 名来日しています。

青少年交換委員会では、約 1 年間（8 月より翌年の 7 月）の交換留学を行っており、2760 地区の

ロータリークラブと相手国のロータリークラブとの交換留学を行い、派遣された学生（高校生）は

我が地区の親善大使として、日本の文化や伝統を広めています。また、帰国後は相手国の文化や伝

統を広めたり、次年度に派遣される派遣候補生のよきアドバイザーとなって活躍しています。今回

行われた第 3 回オリエンテーションでは、派遣候補生は派遣先に送るアプリケーション作りや、海

外での生活やロータリーの派遣生としてのルールなどを学びました。現在、青少年交換委員会では

派遣先の相手国との最終調整に入っていますが、年内にはそれぞれの派遣生に行先を伝えれるよう

に努力しています。

一方、海外から来た留学生は来日してからおよそ２か月が過ぎ、少しずつ日本の生活にも慣れて

きました。高校に通っていることもあり、日本語も来日直後のオリエンテーションに比べて徐々に

上手くなっています。この日はワールドフードふれあいフェスタの直前でもあり、留学生は当日舞

台で行うアトラクションのリハーサルをしました。

日本人に比べて、海外から来ている学生は、ノリも良く当日の歌と踊りが楽しみです。

この事業を通して一人でも多くの国際人が送り出せるのを委員一同楽しみにしております。

今後は、12 月に来日学生には大阪研修に参加してもらう予定です。

委員会活動報告Ⅴ

地区青少年交換委員会　第３回オリエンテーション
地区青少年交換委員会　副委員長　岩月雅章

（名古屋中ロータリークラブ）
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11 月 10 日木曜日 14 時から名鉄グランド

ホテルにおいて、地区内職業奉仕委員長会

議が服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事、

尾崎篤司地区副幹事をお迎えして開催され

ました。

点鐘後、尾崎地区副幹事により開会の辞、

匹田委員長の開会挨拶につづき、服部ガバ

ナーからご挨拶を頂き、昨年度地区職業奉

仕委員会が作製した、ロータリーの「職業

奉仕」のオートスライドを約 20 分間放映し、

委員長より職業奉仕についての卓話がありました。

その後、本日のためにお越し頂いた、2790 地区松戸

ロータリーの圡屋亮平パストガバナーによる「私の職業奉

仕観」と題し 1 時間にわたり講演を頂ました。この講演は

短時間では解説できないことを職業奉仕につて分かりやす

くも、深い内容であり、聞く人誰もが感銘を受けられたと

思います。

その後、地区研修委員の早川さんよりまとめ、岩月地区

幹事より講評、尾崎地区副幹事により閉会の辞、匹田委員長による点鐘を頂き委員長会議が終了し

ました。

会場を替えて、圡屋亮平パストガバナーや参加者と職業奉仕についてディスカッションをしなが

ら懇親会が開催されました。

委員会活動報告Ⅵ

地区内職業奉仕委員長会議報告
地区職業奉仕委員会　委員長　匹田雅久
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第 2760 地区秋の親睦野球大会が 10 月 19 日と 26 日の両日に豊田市運動公園野球場に於いて開催
されました。

試合当日は、19 日は好天に恵まれましたが、残念ながら 26 日は試合途中に降り出した雨の為、
ノーゲームと成ってしまい秋の大会の幕を閉じることと成りました。

各チーム共シーズンオフの間にトレーニングを積んで春の大会へ向けて準備を整えてくると思いま
す。

試合結果は、下記にて報告させていただきます。
また、日頃から地区野球大会の開催に当たってはガバナーを始め多くの皆様からの賜り開催されま

すことに深く感謝を申し上げます。

クラブ活動報告

第2760地区
秋の親睦野球大会結果報告

世話人代表　豊田西RC　小幡輝雄

【試合結果】
10月19日

10月26日

第一試合

第一試合

降雨ノーゲーム

第二試合

豊田東RC　５×６　豊田西RC

豊田RC１８×２　豊田中RC

　名古屋中RC　 ×　豊田4RC選抜チーム
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2016 年 10 月 29 日に名鉄犬山ホテルにて創立 55 周年記念式

典並びに祝賀会を開催いたしました。当日は東尾張分区 古田ガ

バナー補佐をはじめ分区の会長幹事の皆さま、スポンサークラブ

である一宮ロータリークラブの会長幹事様、また、遠く台湾の地

より、姉妹クラブである台湾草屯ロータリークラブの大勢の皆さ

まが草屯市長と共にお祝いに駆けつけて頂きました。前日には

オーストラリア・アシュモアロータリークラブよりパスト会長ご

夫婦が会長のメッセージを持参し友好の確認を致しました。

1961 年 11 月 6 日、国際ロータリーより日本国内 466 番目の

クラブとして加盟承認を受けて以来、55 年の長きに亘り奉仕活

動のリーダーとして活動できたということは創立会員の 28 名の

先達、また歴代会長の奉仕の理想に基づく並々ならぬご労苦と

ご尽力の賜物であると深く敬意と尊敬の念を抱く次第でござい

ます。

私事で恐縮ですが、祖父、叔父、私と創立以来三世代にわた

り犬山ロータリークラブにお世話になっており嬉しさも一入であります。

1962 年 6 月 3 日に認証状の伝達式がこの地、木曽川河畔にて

華やかに挙行されました。当時の写真を拝見しますととても立

派な伝達式が行われたことが想像できます。

近年は理由の如何に関わらず、各ロータリークラブにおかれ

ましても会員の減少に歯止がかからぬ状況の中、我々はこれか

らもぶれることなく常に

奉仕の理想を掲げ、会員

拡大と地域への理解に努め、

超我の奉仕を実践してまいる所存でございます。我々は今後も

60 年 70 年 100 年と終わりなき「世界で良いことを」を目指し

たいと強く再確認できた記念すべき式典となったこと、皆様に

感謝申し上げます。

周年記念式典報告

犬山ロータリークラブ　幹事　髙橋秀治

創 立 5 5 周 年 記 念 式 典 報 告
犬 山 ロ ー タリ ー クラ ブ

記念式典　田中会長挨拶

記念式典

台湾草屯 RC との再締結調印式

祝賀会　東尾張分区 古田ガバナー補佐による乾杯
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寄付金速報 ― 米山月間のご支援に感謝いたします ― 
10 月までの寄付金は、前年同期と比べて 9.4％減（普通寄付金 1.2％増、特別寄付金 16.0％減）、

約 5,400 万円の減少となりました。前年 10 月に 3,000 万円の高額寄付があったため、前年度と較べ

ると大幅な減少となっています。今年の米山月間には、ロータリー会員以外の方から 500 万円のご

寄付をいただいたほか、全国の会員の皆さまや国内外の米山学友など、多くの方からご寄付を頂戴

いたしました。心より厚く御礼申し上げます。上期も残り 2カ月を切りましたが、今後ともよろし

くお願いいたします。 

写真を大募集しています！ ― 財団設立 50周年記念誌 ― 
ロータリー米山記念奨学会では 2017 年、財団設立 50 周年を迎えるにあたり、記念誌を発行しま

す。皆さまのお手元に、米山記念奨学事業の沿革や歴史に関わる写真、「米山」の素晴らしさを捉え

た写真など、記念すべき一枚がありましたら、ぜひお送りください。応募いただいた写真の中から、

50 周年記念誌に掲載させていただきます。ご協力よろしくお願いいたします！ 

������� 2017 � 1 � 20 �������
������� �������������������������������������

��������������������������������
�������������������������

�������  �������������������������������������
�������������������������������������
��������������������

 �0 ������������������������������������
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ネパール学友会が大地震後初の総会を開催 
10 月 4 日、ネパール学友会が設立総会以来、また大地震後初めてとなる年次総会を開催し、学友

13 人とその家族 3人の計 16 人が出席しました。 

総会では、活動報告、収支報告、会長のスレス・ダス・シ

ュレスタさん（1994-96／大阪阪南ＲＣ／2015-16 年度カト

マンズＲＣ会長）のスピーチなどが行われました。2015 年 4

月に発生したネパール大地震被災者への支援活動として、同

学友会ではすでに、日本全国の地区・クラブ・ロータリアン個

人、米山奨学生・学友から寄せられた義援金をもとに、被災

学生 24 人への奨学金支給を行っていますが、今後は、被災

した 2つの村へ農業支援を実施する計画が報告されました。 

200
2016 年 11 月 14 ⽇発⾏ 
公益財団法⼈ロータリー⽶⼭記念奨学会
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“米山”がテーマのＩＭ、沖縄で開催 ― 第 2580 地区 ― 
第 2580 地区（東京都東北部・沖縄県）沖縄分区のＩＭ（Intercity Meeting）が 10 月 28 日に那

覇市で開かれました。テーマは、米山奨学会のビデオタイトルと同じ「世界にひろがれ！人づくり

の輪」。沖縄分区の会員にとって普段なかなか見えにくい“米

山”を体感してもらいたいと、分区幹事の比嘉宥海氏が長年

企画をあたためていたものです。同ＩＭでは、比嘉氏が 2 年

前の地区大会でスピーチを聞き感動したタイの学友、ブサコ

ーン・ホンヨックさん（1997-98／出雲中央ＲＣ）をホーム

カミング制度で招へいしたほか、東京都からの奨学生を含む

沖縄分区現役奨学生 4人、そして沖縄在住の米山学友 5人を

招待。学友は同地区だけでなく、第 2800 地区（米沢ＲＣ）、

第 2820 地区（土浦ＲＣ）、第 2650 地区（京都東ＲＣ）など

他地区出身の学友も含まれています。 

「学友の活躍を知ることで我々ロータリアンは喜びと誇

りを感じることができたし、沖縄の奨学生と学友の絆も深ま

った。タイ米山学友会創立メンバーでもあるブサコーンさん

の影響力で、沖縄にも米山学友会が生まれることを願ってい

る」と、比嘉氏は期待を込めて話してくださいました。 

第 2680 地区学友会がスリランカ学友会と交流 
第 2680 地区米山学友会（正式名称：米山奨学

生学友会（兵庫））の乜
ニエ

会長ら有志メンバーと、

滝澤功治パストガバナーが 11 月初旬、スリラン

カを訪問し、スリランカ米山学友会と交流をした

ほか、よねやま親善大使のスチッタ・グナセカラ

さんが設立した「別府日本語学校 in スリランカ」

の新校舎で、マンゴーの木を植樹しました。 

今回のスリランカ訪問は今年 7 月、第 2680 地

区でよねやま親善大使のスチッタさんがスピー

チしたことをきっかけに計画されたもの。乜
ニエ

会長は「皆さんのご協力で、学友会として初めて海外

交流を実現することができた。マンゴーの木と共に、私たちの友情も大きくしていきたい」と、語

りました。地区米山奨学委員長を務めたこともある滝澤パストガバナーは、「設立されたばかりのス

リランカ学友会メンバーと交流できたことが嬉しい。またスチッタ君の学校を実際に見て、彼がし

っかりとしたビジョンを持って活動していることを改めて実感できた」と、旅の意義を語ってくだ

さいました。 

普通寄付⾦ 申告⽤領収書の申請は 11 月末まで 
普通寄付⾦分の確定申告⽤領収証の申請期限は 11 月 30 日です。 

当会ホームページのメニュー、 寄付⾦について → 「普通寄付⾦：申告⽤領収書の申請はこちら」から 
お⼿続きください。特別寄付⾦については来年 1 月下旬にクラブ経由で送付しますので申請不要です。 

 
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：野津(のづ)・峯(みね) 

も う す ぐ 締 切 
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ロータリー希望の風奨学金 

2016/10/22 

 
 
 

 

10 月も終盤に入ってしまい、風も冷たくなってきました。１０月は、被災３県の教

育委員会に「ロータリー希望の風奨学金」をご紹介し、来年度の高校卒業生で進学を希

望し、奨学金を必要とする生徒の推薦を頂く時期となりました。 

本日、教育委員秋宛に県内高等学校への働きかけをお願いする文書を発送いたしまし

た。 

そして、早くも、高等学校よりＡＯ入試による合格者の申請書と推薦書が１通届いて

おります。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責：委員長/地葉新司/2010-2011PG/潟上 RC） 
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ロータリー希望の風奨学金 

2016/11/01 

 
 
 

2016 年 10 月の動き 

10 月 31 日現在の収支計算 

 前々月末累計 前月末月実績 当月末実績 

前月繰越金 480,693,754 475,137,293 472,282,061 

支援金 860,500 3,556,837 3,070,336 収入の部 

雑収入 531 0 0 

収入合計 481,554,785 478,694,130 475,352,397 

奨学金 6,400,000 6,400,000 6,550,000 

振込手数料 0 0 0 

設備費 0 0 0 

通信費 17,492 12,069 21,009 

手数料 0 0 0 

消耗品費 0 0 0 

会議費 0 0 0 

備品費 0 0 0 

支出の部 

雑費 0 0 0 

支出合計 6,417,492 6,142,069 6,571,009 

次月繰越金 475,137,293 472,282,061 468,781,388 

10 月度地区別実績 

2550 地区 1 件 100,000 円 

2570 地区 2 件 81,550 円 

2580 地区 5 件 1,117,000 円 

2760 地区 27 件 1,399,047 円 

2780 地区 1 件 100,000 円 

2790 地区 1 件 272,739 円 

※地区、クラブ、支援者名はホームページをご覧下さい 

奨学生の状況(単位：人数) 

年度 現在 人数 前期継続 新規 復学 退学 休学 留年 卒業 次期継続 

131 130 131 128 3 0 1 0 0 0 － 

前期からの継続者が 128 名、新規給付者 3 名、退学者が 1 名です。 

10 月 31 日現在の支給者は 130 名となっています。 

※退学すると連絡してきた学生 1 名が、退学をやめ、学業を継続したいとの要望がありましたので、

在学証明書の提出を求めていますが、未提出ですので、現在は給付を保留しています。 

 

文責：委員長/地葉新司/2010-2011PG/潟上 RC） 
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2016年12⽉号
発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネーター
今⽉号の担当 Zone 1 RC

■ クラブ数 会員数

Zone 1 830 28,699
Zone 2 651 28,187
Zone 3 793 32,944

合計 2,274     89,830

（2016年11月7日現在 のClub Central

のデーターです）

■ 会員増強のためのリソースを利用しましょう

地区においても、クラブにおいても会員増強と維持は最も重要な取
り組みの一つです。会員が増加されると新しいアイディアが生まれ、ク
ラブの活動の幅が広がります。つまり、元気で活力あるクラブになりま
す。逆に会員が減少するとクラブの活力が失われます。

国際ロータリーでは会員の増強と維持のために様々な参考になる資
料を用意してあります。

・ クラブの健康チェック ：クラブが地域社会にとって大切な存在であ
り続けるために、クラブを定期的に診断ツール。

・ 会員増強ガイド：地域にあった計画を立てよう：クラブ会員基盤の
発展に向けた戦略ガイド。

・会員増強のための評価ツール：クラブの現状評価ツール。

・奉仕と友情の輪を広げよう：ロータリーに積極的に参加するためのさ
まざまな方法を紹介

・入会候補者情報プログラム：入会者探しのお手伝い

・元気なクラブづくりのために：活気あるクラブをつくるためのベストプ
ラクティスを紹介

これらの資料はロータリーのホームページ（My ROTARY)から次の順
序で進むと得ることができます。

| ラーニング＆参考資料 | 主題別 | 会員増強
不都合な時は次のアドレスを直接入力してください。

http://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-
topic/membership

(Zone 1 RC 酒井正人)

Zones 1 & 2 & 3

■ 第１、２、３ゾーンの公
共イメージコーディネー
ター(RPIC)は各クラブが
実施した奉仕プロジェクト
が紹介された新聞記事を
集め、その内容をイン
ターネット上で閲覧できる
仕組みを構築しています。
ロータリーの友１０月号に
も投稿された記事が紹介
されています。

記事の投稿と閲覧は
rpicjapan@gmail.comに
件名を「詳細希望」と
して空メールを送信し
てください。手続きに
関する詳細が自動送信
されます。
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最近の
ロータリー
情　報

vol.350文庫
通信

〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階　TEL／（03)3433-6456　FAX／（03)3459-7506
開館／午前10時～午後5時　　休館／土・日・祝祭日　http://www.rotary-bunko.gr.jpロータリー文庫

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室

です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えており

ます。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサ

ービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。　以下資料のご

紹介を致します。

◎「ロータリーに関する十四の断章」　松井幸雄／東京千種会／1973／147p

◎「ロータリーの道しるべ」　／長崎南R.C／1987／128p

◎「新会員のための『ロータリー情報』」　／東京江東R.C／1988／20p

◎「ロータリー・チャンネル」　／長崎南R.C／1992／44p

◎「ロータリー情報　広報ABC」　油木恒久／朝霞R.C／2000／93p

◎「ロータリーへのご案内　2001年版」　長岡成郎／2001／43p

◎「ようこそ・ロータリーⅡ ロータリーが10倍楽しくなる」　／青森北東R.C／2005／24p

◎「これだけは知っておきたいロータリーの基礎知識」　／浦和R.C／2010／74p

◎「ロータリ―の日常の知識」　三木明訳／2010／83p

◎「ロータリーの心と実践　2012年改訂版」　／D.2660／2012／103P

上記申込先：ロータリー文庫
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会員数及び出席報告
（2016年10月末）

クラブ 平均

平均出席率 83 93.50%

地区内クラブ数　８３ＲＣ

7月 1日会員数 4,745名　　内女性 211名 増加会員数（累計） 151名

1 0 月末会員数 4,858名　　内女性 221名 減少会員数（累計） 38名

当月平均出席率 93.50% 差引純増会員数（累計） 113名

10月
入会 退会 純増

26名 14名  12名

クラブ名
会員数 会員数 会員数 当月

女性
入会 退会

数
会
例 10月
出席率2016 年

7月１日
2016 年

0

0

5

0

11

5

2

4

10

6

0

15

58

2

0

4

1

1

0

2

0

2

2

2

1

17

4

0

2

0

1

0

0

0

9

16

6

6

1

4

0

2

0

1

6

26

108

92

38

104

62

36

36

54

30

33

20

38

651

110

61

65

72

43

59

49

36

62

64

48

44

713

92

100

90

99

56

78

66

21

53

655

95

56

75

69

28

32

62

57

63

537

7/1 女性
2016 年
10月末日 10月 累計 10月 累計

名古屋北

名古屋東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名古屋錦

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

12RC

豊橋

蒲郡

豊橋北

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

豊川宝飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

12RC

岡崎

豊田

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南

豊田三好

豊田中

9RC

刈谷

安城

西尾

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾ＫＩＲＡＲＡ

三河安城

9RC

東
名
古
屋
分
区

東
三
河
分
区

西
三
河
中
分
区

西
三
河
分
区

0

0

3

0

11

5

2

4

9

6

0

14

54

2

0

4

1

1

0

2

0

2

2

1

1

16

3

0

2

0

1

0

0

0

8

14

6

6

1

4

0

2

0

1

6

26

102

89

34

103

62

36

35

54

28

33

20

37

633

110

57

64

74

43

57

49

31

62

64

47

44

702

87

96

89

94

55

78

65

20

49

633

92

58

76

71

28

32

61

56

61

535

99.43%

92.38%

90.60%

81.66%

92.89%

98.39%

94.96%

99.47%

84.90%

85.04%

71.25%

87.50%

89.87%

91.50%

90.22%

95.57%

93.29%

98.17%

94.08%

79.92%

90.20%

94.66%

93.75%

82.66%

85.80%

90.82%

99.09%

99.74%

100.00%

100.00%

96.88%

94.30%

90.61%

95.04%

97.54%

97.02%

100.00%

95.91%

100.00%

100.00%

100.00%

100.00%

100.00%

100.00%

95.77%

99.08%

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

4

4

4

4

4

4

3

4

3

4

4

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

1

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

3

2

1

0

2

0

0

1

0

0

0

0

0

6

0

2

1

1

0

0

0

0

0

4

1

2

2

2

0

0

1

0

0

8

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

2

1

0

0

0

0

0

4

7

4

4

1

0

0

2

0

2

0

0

1

21

2

5

1

0

0

2

1

5

0

0

1

0

17

5

6

2

6

1

0

1

1

4

26

4

0

1

0

0

0

2

1

2

10

1

0

3

0

0

0

2

0

0

0

0

1

7

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

1

2

0

0

1

0

0

0

2

6

2

0

0

0

0

0

0

0

1

3

クラブ名
会員数 会員数 会員数 当月

女性
入会 退会

数
会
例 10月
出席率2016 年

7月１日
2016 年

4

0

3

1

1

1

0

10

2

4

1

3

1

1

2

0

6

20

4

0

0

2

2

2

1

7

1

4

6

5

34

0

0

0

0

7

0

0

5

0

9

6

6

7

40

62

41

59

22

34

24

20

262

104

66

22

39

49

78

32

30

44

464

61

60

49

34

61

21

53

57

12

25

20

23

476

184

103

113

69

82

134

64

58

91

55

78

47

22

1,100

7/1 女性
2016 年
10月末日 10月 累計 10月 累計

半田

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

7RC

一宮

津島

尾西

一宮北

稲沢

あま

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

9RC

瀬戸

犬山

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋空港

瀬戸北

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知ﾛｰﾀﾘｰＥクラブ

12RC

名古屋

名古屋西

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

名古屋中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

13RC

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

4

0

3

1

1

1

0

10

2

4

1

3

1

1

2

0

6

20

4

0

0

2

2

1

1

7

1

4

5

5

32

0

0

0

0

7

0

0

4

0

9

6

6

6

38

61

41

57

23

33

24

19

258

102

66

21

39

46

78

32

30

43

457

60

60

50

30

61

20

50

56

13

25

19

22

466

176

100

110

69

79

132

65

54

86

55

70

45

20

1,061

100.00%

91.54%

97.77%

84.44%

97.47%

82.41%

82.76%

90.91%

98.05%

98.42%

90.91%

94.07%

84.96%

100.00%

87.59%

88.31%

93.75%

92.90%

98.23%

100.00%

98.35%

90.67%

98.36%

94.05%

100.00%

100.00%

94.44%

96.18%

90.00%

72.83%

94.43%

88.72%

86.04%

97.87%

100.00%

89.26%

99.07%

97.34%

88.39%

93.13%

91.17%

99.53%

95.42%

82.35%

92.95%

4

4

4

4

4

4

4

4

3

4

4

3

4

4

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

4

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

0

0

0

1

0

0

0

1

2

1

0

0

0

1

0

0

0

4

0

1

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

3

2

2

0

1

0

0

2

1

0

0

1

0

0

9

0

0

0

1

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

3

1

0

2

0

1

0

1

5

4

1

1

0

3

1

0

0

1

11

1

1

0

4

0

1

3

1

0

0

1

1

13

10

5

3

1

3

2

1

5

5

0

9

2

2

48

0

0

1

0

0

0

1

2

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

1

0

2

5

〒460ｰ0003
名古屋市中区錦二丁目15番15号 豊島ビル３階

ロータリー財団
TEL：052-211-2760　FAX：052-211-0230
E-mail：fbranch@rotary2760.org

米山記念奨学・青少年交換
TEL：052-228-0808　FAX：052-211-0230
E-mail：ybranch@rotary2760.org (米山記念奨学)
　　　　yebranch@rotary2760.org (青少年交換)

ガバナー事務所
TEL：052-203-2760　FAX：052-201-1670
E-mail：governor16ｰ17@rotary2760.org

ガバナーエレクト事務所
TEL：052-201-2760　FAX：052-201-1670
E-mail：governor17ｰ18@rotary2760.org
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国際ロータリー　第2760地区

ガバナー 服部　良男

　大樹寺は、桶狭間の戦いで今川義元が織田信長に敗れたとき、今川軍についていた家康は、大高城から大樹寺へ逃げ帰えった場所です。

先祖の墓の前で自害を図ろうとした家康を思いとどめさせたたのが、この寺の住職　登誉上人であったことは良く知られている話です。また、松平家（徳川将

軍家の祖）、徳川将軍家の菩提寺です。

　1475年松平四代の親忠が古戦場の首塚の近くに念仏堂を設けたのが始まりで、文明七年（1475年）に寺を建て、大樹寺と名づけました。

松平八代の墓、歴代将軍の位牌、家康73歳のときの木像などが祭られています。

　徳川家康が残した遺言で「予の遺体は久能山へ埋蔵せよ」「位牌は三河の大樹寺へ安置せよ」後幕臣たちは遺言に従い、家康の位牌を収めました。代々将軍

についても同じように等身大の位牌が大樹寺に安置されています。

　写真は大樹寺の入り口にあるたいへん立派な山門で、三門から総門を通して、南方3ｋｍに岡崎城をのぞむことが出来ます。

大樹寺
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